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国
家
公
務
員
の
期
末
手
当

（
賞
与
）
が
減
額
さ
れ
た
こ
と

に
合
わ
せ
て
、
議
員
・
町
長
ほ

か
常
勤
特
別
職
及
び
職
員
の
期

末
手
当
を
年
間
0
．
1
5
月
分

減
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
に
つ
い
て
は
「
1
年
以
上

の
在
職
期
間
が
あ
る
こ
と
」
が

要
件
で
し
た
が
、
こ
れ
を
撤
廃

し
、
在
職
期
間
に
関
係
な
く
育

児
休
業
が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

発

　議

県統一化された保険証です
本体工事が始まっています

　可
決
し
た
発
議
は
、 

海
田
町

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
意

見
書
・
決
議
」

か
ら
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
清
水
建
設
・
鴻
治
組
建
設
工

事
共
同
企
業
体

　国
保
税
の
引
き
上
げ
は
、

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
直

撃
す
る
も
の
で
あ
る
。

佐
中 

十
九
昭　
議
員

反
対
討
論

　町
独
自
の
激
変
緩
和
措

置
を
講
じ
、
着
実
に
県
単

位
化
方
針
を
進
め
て
い
る
。

下
岡 

憲
国　
議
員

賛
成
討
論

　過
去
海
田
町
で
一
度
も

発
動
実
績
の
な
い
単
価
ス

ラ
イ
ド
条
項
を
発
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

町
執
行
部
に
は
、
情
勢
が

見
通
せ
な
か
っ
た
。

　
総
額
が
下
が
ろ
う
と
町

民
感
情
か
ら
も
、
新
庁
舎

事
業
の
こ
れ
以
上
の
工
事

費
の
増
額
に
は
賛
成
で
き

な
い
。

兼
山 

益
大　
議
員

反
対
討
論

　世
界
情
勢
が
安
定
し
て

い
な
い
中
、
材
料
費
が
高

騰
し
て
お
り
、
す
で
に
企

業
努
力
の
範
囲
を
超
え
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

契
約
条
項
中
の
ス
ラ
イ
ド

条
項
を
発
動
し
て
契
約
変

更
を
す
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
。宗

像 

啓
之　
議
員

賛
成
討
論

　条
例
の
一
部
改
正
で
、

国
保
税
は
高
額
な
値
上
げ

と
な
り
、
被
保
険
者
に
負

担
を
か
け
て
い
る
。
国
保

そ
の
も
の
が
保
険
の
役
割

を
果
た
さ
な
い
予
算
に
反

対
す
る
。

佐
中 

十
九
昭　
議
員

反
対
討
論

　令
和
6
年
度
の
県
単
位

化
の
完
成
に
向
け
、
被
保

険
者
負
担
の
大
幅
増
を
迫

ら
れ
る
中
、
町
は
基
金
を

取
り
崩
し
て
充
当
す
る
な

ど
、
激
変
緩
和
に
最
大
限

努
力
し
た
予
算
で
あ
る
。

下
岡 

憲
国　
議
員

賛
成
討
論

　75
歳
以
上
の
方
の
医
療

窓
口
2
割
負
担
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
は
、
受
診
し
に

く
い
制
度
で
医
療
費
の
抑

制
を
狙
っ
た
予
算
で
あ
る
。

佐
中 

十
九
昭　
議
員

反
対
討
論

　団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
医
療
費
の

増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

の
増
加
は
、
長
期
的
視
点

で
妥
当
な
予
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で
あ
る
。
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、
所
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割
を
引
き
上

げ
、
資
産
割
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
広
島
県
が
示
し
た
標

準
税
率
を
海
田
町
で
は
さ
ら
に

緩
和
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
基
金
条
例
を
改
正

し
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
財
源

に
し
ま
す
。
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締
結
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庁
舎
建
設
工
事
で
請
負
業

者
の
企
業
努
力
の
範
囲
を
超
え

て
資
材
が
高
騰
し
た
た
め
、
ス

ラ
イ
ド
条
項
を
適
用
し
、
差
額

分
を
増
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
電
気
・
機
械
設
備
の

契
約
を
し
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
核
兵
器

の
使
用
を
示
唆
す
る
よ
う
な
発

言
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
直
ち
に
攻
撃
を
停
止
し
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
完
全
撤
退
を

強
く
求
め
る
。

　
議
会
が
決
議
し
た
3
月

3
日
の
翌
日
に
、
議
長
名

で
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使

館
に
抗
議
文
を
送
付
し
ま

し
た
。

　
年
額
報
酬
を
増
額
す
る
と
と

も
に
出
動
手
当
を
廃
止
し
、
出

動
し
た
時
間
に
応
じ
た
報
酬
に

し
ま
し
た
。
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中
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洋
熱
工
業
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式
会
社

1 回につき 3, 700 円1 日につき 2, 000 円

　　〃　　8, 000 円

　　〃　　3, 500 円

2 時間未満の場合

4時間以上の場合

2時間以上 4時間
未満の場合

　　〃　　4, 000 円

災害の場合

訓練の場合

警戒の場合

その他出勤の場合

旧新

一
般
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
討
論
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。）

関連
ページ
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任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続

き
、
林
孝
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

令
和
4
年
3
月
24
日
か
ら
4
年

で
す
。 は

や
し
た
か
し
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か
ら
4
年

で
す
。 は

や
し
た
か
し

会議例定
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
一
人
に
つ
き
10
万
円
の
う

ち
、
5
万
円
を
支
給
す
る
予
定

で
し
た
。
し
か
し
、
国
の
方
針

が
見
直
さ
れ
、
年
内
に
現
金
一

括
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
残
り
の
5
万
円
に

つ
い
て
補
正
予
算
の
専
決
処
分

を
行
い
、
中
学
生
以
下
の
児
童

手
当
受
給
者
に
一
括
支
給
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
校
生
、

保
護
者
が
公
務
員
の
児
童
に
は

12
月
28
日
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

臨
時
特
別
給
付
金
の

　
　
　
　
　
　
　支
給

４
億
４
０
７
８
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
長
期
化
す
る
中
で
、
国
が

定
め
る
支
給
要
領
に
基
づ
き
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
を
一
世
帯
に
つ

き
10
万
円
支
給
し
ま
す
。
令
和

4
年
9
月
30
日
ま
で
申
請
可
能
。

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　 

　
　 

４
億
４
０
７
８
万
円

専
決
処
分
し
た
予
算
の
承
認
　
　
　 

２
億
８
０
０
０
万
円

忘れずに申請しましょう

補修します

補
正
予
算

臨
　新型コロナウイルス感染症対策で専決処分した事件の承認などについて慎重に審議しました。
審議内容を紹介します。

時議会を1月7日に開きました。

２
億
８
０
０
０
万
円

専
決
処
分
の
承
認

　
そ
の
う
ち
こ
こ
で
は
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
分
　
総
額
４
億
９
５
２
３
万
円

電
子
黒
板
の
拡
充

４
４
３
８
万
円

　
町
立
小
中
学
校
に
電
子
黒
板

を
導
入
し
、
児
童
生
徒
一
人
1

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
よ
り

効
果
的
に
活
用
し
、
学
習
内
容

の
理
解
を
支
援
し
ま
す
。
　

空
調
設
備
整
備

　
海
田
西
小
学
校
・
海
田
西
中

学
校
・
ふ
る
さ
と
館
の
一
部
空

調
設
備
を
入
れ
替
え
ま
す
。

橋
り
ょ
う
詳
細
設
計

３
０
０
万
円

　
唐
谷
橋
の
補
修
詳
細
設
計
を

行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

８
７
５
万
円

　
5
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
い
ま
す
。

総 

額

総 

額

２
２
９
０
万
円
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す
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で
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２
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覧一決表

【審議した議案と各議員の賛否�】

【全会一致で可決した議案】

○は賛成、×は反対を表しています。

議員名

議案名

石

橋

京

子

西

田

誠

一

玉

川

真

里

小
田
久
美
子

富
永
や
よ
い

大
髙
下
光
信

兼

山

益

大

大

江

康

子

下

岡

憲

国

宗

像

啓

之

久
留
島
元
生

多

田

雄

一

崎

本

広

美

前

田

勝

男

佐
中
十
九
昭

桑

原

公

治

審
議
結
果

討
　
　
　
論

掲
載
ペ
ー
ジ

3
月
定
例
議
会

工事請負契約の変更
（海田町新庁舎建設等
工事（建築））

× ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ - 可決
反対：兼山議員
賛成：宗像議員

11

海田町
国民健康保険税条例
の一部改正

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × - 可決 反対：佐中議員
賛成：下岡議員

10

令和4年度海田町
国民健康保険
特別会計予算

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × - 可決 反対：佐中議員
賛成：下岡議員

11

令和4年度海田町
後期高齢者医療
特別会計予算

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × - 可決 反対：佐中議員
賛成：下岡議員

11

※桑原公治議長は、原則、採決に加わりません。

議案名 ページ
1
月
臨
時
議
会

専決処分の承認……子育て世帯への臨時特別給付金の支給方法の変更のため増額予算を承認 12

令和3年度一般会計補正予算……住民税非課税世帯などに対する臨時特別給付金事業費の増額 12

3
月
定
例
議
会

教育委員会委員の任命の同意……任期満了に伴い、引き続き、林
はやしたかし

孝さんを任命することに同意 11

工事契約の締結……海田町新庁舎建設工事（電気）の請負契約を締結 −

工事契約の締結……海田町新庁舎建設工事（機械）の請負契約を締結 −

職員の育児休業等に関する条例の一部改正……非常勤職員の育児休業などを取得しやすい勤務環境整備 10

令和3年度海田町補正予算（一般会計、公共下水道、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療） 12

ロシアによるウクライナ侵攻に対し抗議する決議……ロシアのウクライナ侵攻とプーチン大統領の核兵器
の使用を示唆するような発言に抗議し、直ちに攻撃を停止しウクライナからの完全撤退を強く求める 10

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正……期末手当の支給月数を0.15月分引き下げる 10

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正……期末手当の支給月数を0.15月分引き
下げる 10

職員の給与に関する条例の一部改正……国の改定に準じて期末手当の支給月数を0.15月分引き下げる 10

会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正……期末手当の支給月数を0.15月
分引き下げる −

海田町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正……年額報酬の増額と出動報酬を新
設し消防団員の処遇改善を行う 10

海田町国民健康保険基金条例の一部改正……国民健康保険税の激変緩和措置などの実施財源として基金を充てる 10

令和4年度海田町予算（一般会計、公共下水道、介護保険、水道事業） −
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